


























I.はじめに

胎児異常の出生前診断は,近年の医療機器の進歩・改良と,細胞遺伝学・免疫学・生化学・

分子生物学などの進歩に伴い飛躍的に診断可能な疾患が増加し,その診断精度も向上して

いる。出生前診断の目的は異常胎児の発見ばかりではなく,基礎疾患を持つ家系の調査や

異常児妊娠の既往をもつ場合の正常胎児の確認をするという積極的な側面をも持っている。

現在行なわれている出生前診断の方法と概要,問題点を報告する。


